
8月29日(火)、日本航空株式会社 赤坂 祐二（あかさか ゆうじ）代表    
取締役社長執行役員に対し、コロナ禍の危機を乗り越えた先にある
成長への道筋について産業労使で対話を深め、産業の健全な発展と
安全性、利便性の向上に取り組むことを要請するとともに、人材の
確保・育成・定着について意見交換をおこないました。
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第24期 政策実現総行動 第14弾

JAL赤坂社長へ産業労使一体となった取り組みを要請！

①航空関連産業全体の視点で、産業の発展に向けて諸課題を協議する「航空産業労使
懇談会（仮称）」の開催 

②令和６年度予算概算要求・税制改正要請項目の会社政策への反映と、実現に向けた
取り組み 

③サプライチェーン全体の共存共栄と系列を超えた新たな連携を検討し、委託先の人材
確保や労働条件にも十分に考慮した適正な取引の推進

～ JAL社への要請項目 ～

左から）古藤田 航空連合副会長、JAL赤坂社長、内藤 航空連合会長、白石 航空連合副会長
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